
外国語教育メディア学会（ＬＥＴ）関西支部中学高校授業研究部会・ 

京都教育大学英語の教え方研究会 主催 

 

２０１１年度 １月例会のご案内 
 

 
日 時： ２０１２年 １月 ８日（日）１３：３０～１７：００ 
 
 
会 場： 京都教育大学 ＣＡＬＬ教室（１号館Ｂ棟４階） 

（アクセスはhttp://www.kyokyo-u.ac.jp/から） 
 
参加費： ＬＥＴ会員・英語の教え方研究会会員 無料 

京都外国語大学英語教育研究会会員  ３００円 
学生 ２００円  一般  ５００円 

 

 

問い合わせ先： 西本有逸（京都教育大学）  yuitsu@kyokyo-u.ac.jp 

鈴木寿一（京都外国語大学） j_suzuki@kufs.ac.jp 

 

内容： 

 

１３：１０～ 受付 

 

１３：３０  開会 

 

小学校から中学校へのコミュニケーション能力の発展とは 

 

京都教育大学 西本有逸 

 

 小学校外国語活動のすぐれた授業のなかには、中学校顔負けの授業があります。その

ような授業を参観させていただき常に考えることは、中学校英語にどのように繋げるの

か、中学校英語はどのように変わるのかという問題です。この問題をコミュニケーショ

ン能力の発展という観点から考えてみたいと思います。 

 

１４：４５ 

 

 

 

 

 

http://www.kyokyo-u.ac.jp/


人とのかかわりを楽しむためのコミュニケーション能力の育成 

 

                     京都教育大学附属桃山中学校 大塚恵理 

 

２１世紀に生きる子どもたちにとって本当に必要な「コミュニケーション能力」とは

どのようなものなのでしょうか。ＯＥＣＤのDeSeCoプロジェクトがkey competenciesと

して定義している能力観は、外国語教育が目指すcommunicative competenceに通じるも

のがあると考えます。その能力が求めるものは単なる語学的な知識だけでなく、人間の

根底を支える力、つまり自らの人生を切り拓き、他者と協働し、社会貢献できるための

「生きる力」ではないでしょうか。 

 小学校での外国語活動が完全実施された今、英語を聞いたり使ったりする楽しい経験

を味わってきた生徒達を受け入れる中学校で、本当の意味での「コミュニケーション能

力」を支える力を育てていく必要があると思います。新しい学力観としてのコミュニケ

ーション能力を「人とのかかわり」という観点からとらえ、英語教育の可能性をご参会

の皆様とともに考えてみたいと思います。 

 

１７：００  閉会 

 

会場までのアクセス： 

 

１）京阪電車利用の場合 
・淀屋橋、天満橋、京橋からは、特急あるいは快速急行で丹波橋下車、普通あるいは 
準急電車に乗り換え、墨染駅下車（所要時間約４０分）。徒歩約８分。 

・四条からは、普通あるいは準急電車で墨染駅下車（所要時間約１５分）。徒歩約８分。 

２）ＪＲ京都駅よりＪＲ奈良線利用の場合 
ＪＲ京都駅でＪＲ奈良線に乗り換え、普通電車でＪＲ藤森駅下車（乗車時間約８分）。徒
歩約３分。 

３）奈良方面より近鉄電車利用の場合 
西大寺にて快速または快速急行に乗り換え、丹波橋下車。京阪本線普通あるいは準急電
車に乗り換え、墨染駅下車（乗車時間約４０分）。徒歩約８分。 
 

お願い： 最近、メイルアドレスを変更される方が増えておりますため、案内をお送り

しても 100 名分以上が戻って来ます。今後、メイルアドレスを変更される場合

は j_suzuki@kufs.ac.jp までお知らせください。 

 

今後の予定：諸般の事情で日程・会場が変わる可能性もあります。 

 

３月２４・２５日 キャンパスプラザ京都５階第一講義室 

第１８回中学高校教員のための英語教育セミナー 

 

 

４月８日（日）例会 於）京都教育大学 


